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事務事業名 担当部

8

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

地域の環境美化活動を推進します

1

快適で清潔なまちづくり推進事業

会計区分

◆25年度実施内容

　ごみ散乱防止のための啓発や清掃活動、市民総ぐるみの地域美化活動を「小牧市快適で清潔なま

ちづくり協議会」とともに事業を実施した。また、啓発用の看板の配布や不法投棄多発地域へのソー

ラー回転灯設置、環境美化パトロール員を2班4名配置し、軽トラックでのパトロールを実施した。

　ペットの糞害対策として、ペット用携帯トイレ１万セットを飼い主へ配布し、また、２団体がイエロー

カード作戦を実施した。

◆25年度直接経費の内訳

　　啓発用資材の配付、クリーンアップやパトロール活動の経費など

　需用費（2,461千円）うち、啓発用ペット携帯トイレ　10,000セット　（378千円）

　役務費（83千円）

　委託料（42千円）

　備品購入費　不法投棄禁止ソーラー式回転灯　3台　（210千円）

　　＊その他財源(105千円)　不法投棄未然防止事業協力助成金〔家電製品協会〕　補助率1/2

　【25年度その他職員人件費】

　　パトロール員4人・事務員1人　社会保険料（1,112千円）、賃金（7,124千円）

2

～

　「快適で清潔なまち小牧」の実現を目指し、市・市民等及び事業者が、それぞれの役割の

下、地域環境の保全及び美化の促進を図る。

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

直接経費

1,052

無

1,052

Ｈ25決算額

2,501 2,797

0.20

（手段）

7,2376,932

4.00

18,345

対前年比

要要要要

9,6148,236

　

○26年度実施内容

　　不法投棄防止啓発用として、監視カメラを８台購入する。

　　また、協働提案事業化制度で、イエローカード作戦を「米野さわやか会」へ委託する。

◆26年度直接経費の内訳

　　啓発用資材の配付、クリーンアップやパトロール活動の経費など

　需用費（3,137千円）

　役務費（219千円）

　委託料　協働提案事業化制度でのイエローカード作戦（23千円）

　備品購入費　不法投棄監視カメラ　8台　（4,300千円）

　　＊その他財源(2,150千円)　不法投棄未然防止事業協力助成金〔家電製品協会〕　補助率1/2

　【26年度その他職員人件費】

　　パトロール員4人分・事務員1人　社会保険料（1,329千円）、賃金（8,285千円）
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実実実実

事業実施におけ

る課題

　ごみ散乱防止の啓発や地域清掃活動、環境美化パトロール員によるパトロールを

実施しているが、不法投棄されたごみは後を絶たない状態が続いている。また、ペット

の糞害については、イエローカード作戦の実施地域では効果があったため減少傾向

であるが、問題の地域は依然として存在している。

事業の

達成状況

　ごみ散乱防止のための啓発や地域清掃活動を「小牧市快適で清潔なまちづくり協

議会」とともに実施した。これにより、クリーンアップ事業の実施回数や参加者数が増

加した。また、啓発用看板の配布や、ペット糞害対策としてのイエローカード作戦の実

施、環境美化パトロール員による軽トラックでのパトロールと散乱ごみの収集を行うな

ど環境美化の推進を図った。
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の改善案

　パトロールは、不法投棄の多い地域、場所を中心に巡回し作業効率を高めるととも

に、 不法投棄抑制のための啓発活動を強化し、市民を中心とした清掃活動を活性化

させる。併せて、イエローカード作戦の実施団体を増やし、清掃活動とあわせて環境

美化を図る。

　また、啓発品配付も含め事業効果を測定し、効果が期待できる事業の絞り込みを進

める。
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であるが、問題の地域は依然として存在している。

ごみ散乱防止の啓発や地域美化活動、環境美化パトロールの実施により、市内の環

境美化に努めているが、不法投棄は後を絶たない状態が続いているため、事業を継

続する必要があると判断する。

判定理由

　事業を縮小や廃止すれば、益々不法投棄ごみやペット糞害が増えることになり市内

の環境美化を図ることができない。

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

　不法投棄防止啓発用として、不法投棄監視カメラ８台購入し、不法投棄多発地に設

置する。

　また、ペット糞害防止対策として、イエローカード作戦を継続した。なお、啓発品の配

付については、ペット用携帯トイレの配付をしていたが、市内飼い主に行き渡り啓発の

役割を終えたと判断し廃止とした。
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一次評価のとおり。


